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NII goes Open!
新CiNii・新KAKEN・次世代目録
国立情報学研究所
コンテンツ科学研究系
学術コンテンツサービス研究開発センター
大向 一輝
自己紹介
 研究テーマ
 次世代のウェブとコミュニケーション
 セマンティックウェブ・ソーシャルウェブ
 「ウェブがわかる本」岩波ジュニア新書
 CiNiiとのかかわり
 学生・研究者として
 いちユーザ
 NIIのスタッフとして
 リニューアル担当
 次期CiNiiの設計
NIIの学術情報サービス
 GeNii – 学術コンテンツ・ポータル
 CiNii – 論文検索
 Webcat Plus – 図書・雑誌検索
 KAKEN – 科研費成果報告
 NII-DBR – 学術研究DB
 NII-ELS – 国内論文
 NACSIS-CAT/ILL – 目録所在
 NII-REO – 海外電子ジャーナル
 JuNii+ - 機関リポジトリ
 …
学術情報サービスの周辺
 ウェブの進化
 「ウェブ2.0」
 ブログ・SNS
 マッシュアップ
 情報要求の変遷
 「情報の入れもの」から「情報そのもの」へ
 「深く」から「広く」へ
 「見えない」情報は「存在しない」
 「学術情報サービスが周辺化していく」
NII goes Open!
 学術情報サービスのオープン化戦略
 目的
 可能性を列挙する
 信頼性を担保する
 2つのオープン化
 サービスレベル
 サービス間連携・共生
 何をオープンにするのか
 コンテンツ
 ユーザ
 アクセス手段
CiNiiとは
 国内最大級の論文検索エンジン：約2000万件
 学協会誌・紀要
 NII引用文献索引DB
 NDL雑誌索引DB
 機関リポジトリ (NEW!)
 J-STAGE / Journal@rchive (NEW!)
 本文PDFファイルの提供：約300万件
 学協会誌・紀要のみ
 他サービスへのナビゲーション
CiNiiのこれまで
 CiNiiの歴史
 2005年4月：公開
 2006年12月：リニューアル1
 書誌パーマリンク公開
 2007年4月：リニューアル2
 Google・Google Scholar連携
 2009年4月：新CiNiiのリリース
リニューアルのコンセプト
 ウェブの進化・情報要求の変遷に対してできること
 可能性を列挙する
 信頼性を担保する
 書誌・抄録の一般公開
 なかったことになっていた情報を可視化（ITmedia）
 検索エンジンとの連携
 「アリ地獄作戦」
リニューアルの成果
次期CiNiiのコンセプト
 パフォーマンス向上
 スケールアウト・アーキテクチャの採用
 従来比n倍以上の性能を確保
 オープン化
 検索機能・書誌データの外部利用を促進
 ウェブAPIとメタデータ
 ユーザビリティ改善
 新しいユーザへの対応
次期CiNiiプレビュー
次期CiNiiプレビュー
次期CiNiiプレビュー
CiNii API / Metadata
 CiNiiの機能の一部を外部に提供する
 対象
 検索機能
 書誌情報
 形式
 機械可読フォーマット（XML・XHTML）
 アプリケーション・サービスへの取り込み可能
 仕様は近日公開
CiNii API
 検索機能
 OpenURL
 SOAP
 OpenSearch
 RSS 1.0
 Atom 1.0
 xFolk
 OpenSearch
 詳細検索への対応・XHTML / Feedでのレスポンス
 RDF
 セマンティックウェブ対応の書誌メタデータ
 書誌情報
 OpenURL
 Refer/BibIX
 Bibtex
 TSV
 RDF
 hAtom
次期CiNiiのロードマップ
 CiNiiエコシステム
 CiNii API利用サービスのサポート
 ユーザビリティ
 より探しやすく・見つけやすく・手に入れやすく
 「人と論文」
 情報源としての人に注目
 人を通じて論文を探す
 論文を通じて人を探す
 KAKEN・研究者リゾルバとの連携
KAKEN
 科学研究費補助金の採択課題・成果報告書データベース
 研究課題：約56万
 研究者：約15万
 科研費番号＝ユニークID
 著者に基づく情報の「再」集約
 人に論文を紐づける
 著者らしさを推定する
 新サービス
 新KAKEN
 研究者リゾルバー
新KAKEN
 研究課題と論文の紐づけ
 外部サービスの書誌情報とリンクする
 研究課題に含まれない論文を同定する
外部書誌への
リンク
研究者リゾルバー
 研究者番号に基づく「個人ページ」
 同姓同名の解決
 外部サービス連携の基盤
機関研究者DB・
ReaDへのリンク
Google (Scholar)・
CiNii・Webcat Plusへ
の検索
人と論文
 情報源としての人に注目
 人を通じて論文を探す
 共著ネットワークの活用
 論文を通じて人を探す
 人物検索
 IDに基づくサービス・連携
 論文ID・研究者ID
 パーマリンク
 名寄せの技術
 ウェブAPI・メタデータ提供
機関リポジトリ
 NIIの取り組み
 学術機関リポジトリ構築連携支援事業
 コンテンツサービスの提供
 広く探すしくみ
 CiNii
 深く探すしくみ
 JAIRO：IRポータル
 つくるしくみ
 WEKO
JAIRO
 日本の機関リポジトリの全体像がわかるサイト
国内IR（junii2準拠）のメタデー
タをまとめて検索。
2008年10月22日試験公開
国内IRの詳細情報やコンテンツの
統計分析情報を提供。
2008年8月18日公開
月毎，年毎のJAIROのアクセス数，
検索回数を公開。
2008年10月22日試験公開junii2
JAIRO
 シンプル・プロ仕様の検索機能
 利用統計の公開
 コンテンツ数・資料種別の集計・公開
（IRDBコンテンツ分析システム）
http://jairo.nii.ac.jp/
WEKO
 NetCommonsで動作するリポジトリ
 DSpace・EPrints相当の機能
• 主な機能
• アイテム登録・編集・管理
• ディレクトリ・キーワード検索・ランキング
• ワークフロー（査読・承認）
• ログ解析
• 次世代連携機能
• Shibboleth：認証
• OAI-ORE：OAI-PMH後継
• SWORD：コンテンツ登録プロトコル
WEKO
Windows簡単WEKOi
http://weko.at.nii.ac.
jp
次世代目録
 NACSIS-CAT 1億件突破イベント！（2009/2/6）
 次世代目録に関する検討
 電子情報資源への対応
 データ構造とAPI
 外部書誌データの活用
電子情報資源データバンク
 電子情報資源のためのワークフロー
 出版社・アグリゲータ・書誌作成機関提供の書誌デー
タを活用
 各参加館のアクセスデータ（ERMSなど）を格納
 NACSIS-CATと同時に検索可能に
データ構造と入出力
 NACSIS-CAT特有のデータ構造からの脱却
 データ交換フォーマットでの出力
 MARC21など
 ウェブAPI
 提供範囲・内容・アクセス制限などを考慮しながら
実験的に開発予定
 MARCからの直接入力
 主題データの充実
まとめ
 NII goes Open! - 学術情報サービスのオープン化戦略
 目的
 可能性を列挙する
 信頼性を担保する
 2つのオープン化
 サービスレベル
 サービス間連携・共生
 何をオープンにするのか
 コンテンツ
 ユーザ
 アクセス手段
Thank you!
